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［要旨］
　The aim of this study was to report the activities of the faculty’s Athletic Training Room （AT Room） from 2016 
to 2017. Altogether, 343 people used the AT Room in 2016 and 472 people, in 2017. The number of AT Room 
users increased compared to the number in 2015. The room was frequently used by soccer, rugby, and track and 
field players. As student trainers received practical training from these teams; there were many users among 
these three team’s athletes. Knee joint injuries were present in 22%（2016）and 23%（2017）on the AT Room 
users. Additionally, the ratio of individuals using the room for exercise, stretching, and physical therapy was high. 
The instruction system to student trainers was enriched, because two graduate students of JASA-AT joined the 
AT Room in 2017.
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1. 諸言




タートした 2011 年以来、AT Room は将来日本体
育協会公認アスレティックトレーナー（以下、日
体協公認 AT）を目指す学生トレーナー達の実習の















　本研究の目的は、2016 および 2017 年度の AT 
Room 活動を振り返り、これまでの活動との検討
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2. 方法
2.1　対象と AT Room 利用方法について
　AT Room を利用する対象は基本的には本学部学
生とし、何らかの身体的不調がある場合にはスポー








る相談については、直接 AT Room で相談ができる
こととした。
2.2　開設日
　2016 年度、2017 年度ともに、4 月から 12 月ま
での授業期間中とした。開設日はいずれの年度も
月曜日と木曜日の週 2 回とした。開設時間は 17 ～
20 時（3 時間：5・6 限に相当）とした。
2.3　実施内容
　AT Room の運営は、日体協 AT の資格を持つ教
員の指導の下、学生トレーナーが実習として評価
や各種処置を実施する形をとった。
　2016 年度は日体協 AT 資格を持つ教員 2 名の指
導の下、本学部の 3 年生 21 名が AT 現場実習とし
て AT Room を担当した。2017 年度は日体協 AT 資
格を持つ教員 2 名および日体協 AT 資格を持つ本
学大学院生 2 名がティーチングアシスタント（以
下、TA）として指導に加わった。本学部の 3 年生
15 名および 4 年生 1 名の計 16 名が AT 現場実習と
して AT Room を担当した。













　これまでの発表同様 2-5）、実際に AT Room を利
用した選手達を対象に、後ろ向きに集計を行った。
集計は下記の通りとした。対象者の人数を初めて
AT Room を利用した者（初利用者）と、個人が 2
回目以降に AT Room 利用した者（総利用者）に分
けて集計を行った。対象者の競技別、症状を持つ













　2016 年度の開設日数は、春学期（4 月～ 7 月）
は 29 日、秋学期（9 月～ 12 月）は 29 日の計 58
日であった。2017 年度の開設日数は、春学期（4
月～ 7 月）は 30 日、秋学期（9 月～ 12 月）は 28
日の計 58 日であった。
　2016 年度の利用者数は初利用者が 76 名、総利
用者は 343 名であった（図 1）。1 日あたりの平均
利用者数は 5.91 名であった。2017 年度の利用者数
は初利用者が110名、総利用者は472名であった（図





順に 3 年生 134 名（39％）、2 年生 119 名（35％）、





順に 3 年生 183 名（39％）、2 年生 110 名（23％）、








名（25％）、陸上競技 60 名（17％）、ラクロス 39
名（11％）、野球 36 名（10％）、テニス 24 名（7％）、
ハンドボール 21 名（6％）、サッカー 19 名（6％）、
その他であった（図 4）。初利用者は多い順に陸上
図 1．AT Room 利用者数
AT Room がスタ トーした 2011年度からの推移を示す。





























































































































































137 名（29％）、陸上競技 88 名（19％）、新体操 58
名（12％）、ラグビー 52 名（11％）、ラクロス 26
名（6％）、野球26名（6％）、ハンドボール24名（5％）、








名（23％）、腰殿部 59 名（16％）、大腿 52 名（15％）、
肘関節 34 名（10％）、足関節 30 名（8％）、肩関節
23 名（6％）、下腿 21 名（6％）、股関節 18 名（5％）、
その他であった。初利用者は多い順に腰殿部、膝
関節、大腿、下腿、肩関節、その他であった（図 6）。
2017 年度の利用者の人数は多い順に膝関節 107 名
（22％）、足関節 93 名（19％）、大腿 77 名（16％）、








156 名（20％）、ストレッチ 121 名（16％）、温熱
療法 114 名（15％）、マッサージ 102 名（13％）、





305 名（28％）、寒冷療法 230 名（21％）、ストレッ
チ 137 名（13％）、超音波 113 名（10％）、マッサー
図6．2016年度の部位別 AT Room 利用者数
図7．2017年度の部位別 AT Room 利用者数
図 9．2017年度の介入別 AT Room 利用者数
































































































































































　2016 年度に鍼治療を受けた者は 43 名であった。
主訴部位は腰殿部 18 名（40％）、大腿 15 名（35％）、
下腿 3 名（7％）、肩関節 3 名（7％）、その他であっ
た（図 10）。
　2017 年度に鍼治療を受けた者は 35 名であった。
主訴部位は大腿 16 名（46％）、腰殿部 9 名（26％）、
肘関節 4 名（11％）、下腿 3 名（9％）、その他であっ
た（図 11）。
3.6　超音波検査
　2016 年度に超音波検査を受けた者は 4 名であっ
た。主訴部位は大腿 2 名、下腿 1 名、腹部 1 名であっ
た（図 12）。
　2017年度に超音波検査を受けた者は 43名であっ
た。主訴部位は大腿 12 名（28％）、膝関節 10 名
（23％）、足関節 9 名（20％）、足部 6 名（14％）、
下腿 3 名（7％）、その他であった（図 13）。
4.　考察
4.1　AT Room 利用者全体について
　2016 年度と 2017 年度の AT Room の利用者を集
計した。過去の総利用者状況からみると 2016 年度
343名は2015年度364名よりの21名減ったものの、
2017 年度は 472 名と 100 名以上の伸びをみせた。
2017 年度の利用者 472 名は 2013 年度の 483 名に
は届かなかったもののこれまでの中で 2 番目に多
かった。開設日（回数）は授業日数と同じで増え
ていないことから、2017 年度には 1 日当たりの利
用者が増加した。この理由として 2点、考えられる。
1 点目は 2017 年度から TA として加わった日体協
公認 AT 資格を持つ大学院生の存在が挙げられる。
つまり各曜日 2 名の日体協公認 AT が学生トレー
ナーの指導に関われる環境が整った。このことは















































































































の連携の在り方も AT Room の利用者数と結びつく




















































の 73 名の受療者であった。2016 年度の鍼受領者
















減少したことを受けて 2016 年度は 4 名と前年度の
27 名 5）に比べて大幅に減少したが、2017 年度は
初利用者 29 名、再利用者 14 名の計 43 名に行われ











でにも補助スタッフという形で 3 年次に AT 現場












　2018 年度から 100 分授業が導入されることによ
り、体育会活動は開始時間と終了時間が遅くなる







　2016 年度と 2017 年度の法政大学スポーツ健康
学部 Athletic Training Room（AT Room）活動を報
告することを目的とした。AT Room の利用者は
2016 年度は 343 名、2017 年度は 472 名であった。
特に 2017 年度は 2013 年度の 483 名に次いで多く
の利用者があった。部位別には膝関節が最も多く、
介入は運動療法が最も多かった。これらは過去の
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